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１ 評価にあたって 

  国保匝瑳市民病院改革プランは、平成 21年度から平成 23 年度までの 3か年を計画期間として、「経営効率化」、「経営形態の見直し」

及び「再編・ネットワーク化」の３つの視点から病院改革を行った。 

この評価書は、計画期間および、計画期間を過ぎた平成 24年度から平成 26 年度について、事業全体の運営状況の評価等と併せて、

評価を行うものである。 

 

２ 改革プランの総括評価 

（ヒアリングを行い、評価を行う） 

 

 

３ 視点ごとの評価 

(1) 「経営の効率化」に対する評価 

  （ヒアリングを行い、評価を行う） 

 

(2) 「再編・ネットワーク化」に対する評価 

（ヒアリングを行い、評価を行う） 

 

(3) 「経営形態の見直し」に対する評価 

（ヒアリングを行い、評価を行う） 
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１ 実績数値 

(1)  財務に関する数値                                            （％） 

         年度 

項目 

19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 

経常収支比率 99.6 100.8 98 99.8 96.5 96.2 95.6 93.7 

職員給与費比率 56.8 60.8 61.3 60 61.4 62.2 62.9 69.3 

病床利用率 68.5 58.6 54.7 60.6 57.8 55.9 54.2 44.9 

引用：平成 19～23 年度 改革プラン平成 23 年度進捗状況等の評価書 

平成 24～26 年度 総務省『公営企業年鑑』 

 

○ 経常収支比率とは、経常収益に対する経常費用の割合（経常収益÷経常費用）である。平成 19 年度から 22 年度は、100.8％

から 99.8％の間で概ね横ばいで推移していたが、平成 23 年度以降は減少が続いている。 

 

○ 職員給与費比率とは、医業収益に占める給与費の割合（給与費÷医業収益）である。平成 19 年度の 56.8％から、平成 20 年

度に 60.8％に増加、平成 26 年度まで増加傾向が続いている。 

 

○ 病床利用率は、平成 22 年度に一時 60.6%へ持ち直しているが、翌年以降、再び減少が続いている。公立病院改革ガイドライン

では、過去 3 年連続して 70％未満の病院は、病床数削減の検討や経営形態等の抜本的な見直しの必要があるとされている。  

 

■公営企業年鑑に基づく黒字病院比較 

・経常収支比率：103.5％ ・職員給与費対医業収益比率：49.3％ （100 床以上 200 床未満、市） 

・病床利用率：71.8％ （100 床以上 200 床未満） 

引用：平成 25年度 総務省『公営企業年鑑』 
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(2)  公立病院としての医療機能に係る数値                                  （人、件） 

年度 

項目 

19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 

１日平均入院患者数 107.5 92 85.8 95.2 90.7 81 79 73.4 

１日平均外来患者数 351.6 332 340 329.4 311 317 317 316.8 

手術件数 368 334 380 378 278 277 251 230 

引用：平成 19～23 年度 改革プラン平成 23 年度進捗状況等の評価書 

平成 24～25 年度 総務省『公営企業年鑑』 

平成 26 年度 病院提供データ 

 

 ○ １日平均入院患者数は、平成 22 年度にやや持ち直したものの、翌年以降減少傾向で、平成 26 年度は、73.4 人であり、平成

19 年度と比較すると、27.1 人減少した。 

 

 ○ １日平均外来患者数は、平成 21 年度にやや持ち直したものの、翌年以降減少傾向で、平成 26 年度は、316.8 人であり、平成

19 年度と比較すると、34.8 人減少した。 

 

 ○ 手術件数は、平成 21 年度に件数が増加したが、翌年以降、再び減少が続いており、平成 22 年度と平成 26 年度を比べると、

368 件→230 件（138 件減、37％減）と著しく減少した。 

科別に見ると、平成 22 年度と平成 26 年度の比較で、外科 254 件→154 件 整形外科 120 件→17 件である。 

医師の数の減少に歯止めがかかっておらず、大きく影響しているものと推測する。 

  ※ 医師数：平成 24 年 10 月現在 常勤 10 人、非常勤の常勤換算後合計 14.2 人  

平成 27 年 8 月現在 常勤 8人、非常勤の常勤換算後合計 11.6 人  ＜引用：病院データ＞ 
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(3)  収支（収益的収支）                                       （単位：百万円） 

          年度 

項目 

19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 

決算 決算 決算 決算 決算 決算 決算 決算 

  

  

収入 

   

  

  

１医業収益 1,949 1,816 1,771 1,906 1,833 1,819  1,788  1,689 

 (1)料金収入 1,769 1,663 1,644 1,763 1,703 1,690  1,664  1,568 

 (2)その他 180 153 127 143 130 127  122  121 

２医業外収益 704 816 774 732 696 691  726  817 

 (1)他会計負担金 

・補助金 
239 380 298 267 222 220  248  237 

 (2)国(県)補助金 0  1 0  0  0  0  0  0 

 (3)その他 465 435 476 465 474 471  478  580 

経常収益 2,653 2,632 2,545 2,638 2,529 2,510  2,514  2,506 

  

  

支出 

   

  

  

  

１医業費用 2,152 2,130 2,105 2,140 2,112 2,103  2,108  2,108 

 (1)給与費 1,107 1,104 1,086 1,144 1,126 1,131  1,124  1,171 

 (2)材料費 299 295 301 313 310 299  291  237 

 (3)経費 580 557 549 519 510 497  530  要確認 

 (4)減価償却費 156 166 161 158 157 167  157  183 

 (5)その他 10 8 8 6 9 9 6 要確認 

２医業外費用 511 481 492 502 508 505  522  567 

 (1)支払利息 72 38 28 24 21 19  17  16 

 (2)その他 439 443 464 478 487 486 505 551 

経常費用 2,663 2,611 2,597 2,642 2,620 2,608  2,630  2,675 

経常損益 ▲10 21 ▲52 ▲4 ▲91 ▲ 98 ▲ 116 ▲168 

引用：平成 19～23 年度 改革プラン平成 23 年度進捗状況等の評価書 

平成 24～26 年度 総務省『公営企業年鑑』 
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（単位：百万円） 

          年度 

項目 

19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 

決算 決算 決算 決算 決算 決算 決算 決算 

特別 

損益 

１特別利益 0  0  0  0  0  1 0 4 

２特別損失 2 0  2 0 1 0 0 1 

特別損益 ▲2 0  ▲2 0 ▲1 1 0 3 

純損益 ▲12 21 ▲54 ▲4 ▲92 ▲ 97 ▲116 ▲241 

累積欠損金 ▲988 ▲967 ▲1,021 ▲1,025 ▲1,116 ▲1,213 ▲1,329 ▲1,570 

不良 

債務 

流動資産 856 769 875 1,008 1,127 648 854 986 

流動負債 204 112 106 83 126 69 285 281 

差引）不良債務 ▲652 ▲657 ▲769 ▲925 ▲1,001 ▲579 ▲569 ▲705 

引用：平成 19～23 年度 改革プラン平成 23 年度進捗状況等の評価書 

平成 24～26 年度 総務省『公営企業年鑑』 

 

○ 収益的収支は、平成 21 年度より純損失が続き、また、赤字幅は拡大しつつある。累積欠損金も平成 22 年度に 10 億円を超え

てからも拡大を続け、平成 26年度には、15億円を超えている。 

 

○ 経常収益は、料金収入の減少に伴って減少を続け、平成 26年度は平成 19 年度と比較し、147 百万円の減少となった。 

 

○ 経常費用は、平成 19 年度以降、おおむね同水準で推移しているが、平成 26年度は医業外費用が微増したことにより、例年よ

りやや多い 2,675 百万円を計上した。 

 

○ 流動資産は平成 26 年度で 986 百万円、流動負債は 281 百万円を計上し、留保資金 705 百万円となっている。 
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(4) 収支(資本的収支)                                                （単位：百万円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用：平成 19～23 年度 改革プラン平成 23 年度進捗状況等の評価書 

平成 24～26 年度 総務省『公営企業年鑑』 

 

○ 資本的収支は、平成 24 年度以降差引不足額が発生し、損益勘定留保資金で補てんしている。 

 

 

 

 

 

年度 

項目 

19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 

決算 決算 決算 決算 決算 決算 決算 決算 

  

収入 

  

  

企業債 696 168 65 34 67 4 181 31 

他会計出資金 5 9 242 261 263 166 144 79 

その他 27 2 0  0  92 12 4 11 

収入計 728 179 307 295 422 182 329 121 

  

支出 

  

  

建設改良費 218 58 49 45 171 33 254 41 

企業債償還金 604 319 267 255 257 229 134 100 

その他 0  0  0  0  0   0 0  1 

支出計 822 377 316 300 428 262 388 142 

差引不足額 94 198 9 5 6 ▲ 80 ▲ 59 ▲21 

補てん 

財源 

損益勘定 

留保資金 
94 198 9 5 6 80 59 22 

補てん財源不足額 0  0  0  0  0  0  0  0 
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(5)  一般会計等からの繰入金                                     （単位：百万円） 

    

 

 

 

 

 

引用：平成 19～23 年度 改革プラン平成 23 年度進捗状況等の評価書 

平成 24～26 年度 総務省『公営企業年鑑』 

 

○ 一般会計等からの繰入金は、平成 21 年度以降は減少しており、平成 26 年度は収益収支で 283 百万円、資本的収支で 79 百万

円となっている。 

 

 

 

 

年度 

項目 

19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 

決算 決算 決算 決算 決算 決算 決算 決算 

収益的収支 274 415 344 316 267 268 291 283 

資本的収支 4 9 242 261 263 166 143 79 

合計 278 424 586 577 530 434 434 362 
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匝瑳市民病院改革プランの点検評価シート 

Ⅰ 数値目標達成に向けての取組 

１．経営改善 

項目 内容 点検項目 
平成 21 年度 

評価結果 

平成 22 年度 

評価結果 

平成 23 年度 

評価結果 

平成 24 年度以降 

評価結果 

(1)対象年度収支

計画 

平成 20 年度の決算が

まとまり次第、収支

計画を見直すことを

前提に、収支計画を

実行する。 

一般会計からの繰入

金の見通し並びに収

支計画及び経常収支

比率等の見直しによ

る収支計画の変更 

実施済み 実施済み 実施済み 

※院内ヒアリングに

て確認予定 

２．民間的経営手法の導入 

項目 内容 点検項目 
平成 21 年度 

評価結果 

平成 22 年度 

評価結果 

平成 23 年度 

評価結果 

平成 24 年度以降 

評価結果 

(1)業務委託・契約 業務委託のみなら

ず、契約方法、入札

方式の見直しを行

う。 

また、委託先、契約

更新の見直しを定期

的に行うこととし、

保守契約についても

見直しを行う。 

・契約方法の見直し 

・入札方式の見直し 

・委託先の定期的見

直し 

・契約更新時期の見

直し 

・保守契約の見直し 

市長部局と連携・協

力し、病院では契約

事務の適正な運用を

徹底することとし、

入札案件は病院では

実施せずにノウハウ

のある市財政課に依

頼して実施すること

としたため、効率化

に寄与した。 

・市財政課に契約事

務を依頼し、一般競

争入札を実施した。 

・医療機器の購入に

ついては、参加者が

なく、中止となるケ

ースが多々あったこ

とから、機器指定に

よる入札ではなく、

仕様による入札を実

施する。（中止は 8件

中 5件） 

・病院施設警備、病

院内洗濯、病院清掃

について入札を行っ

た結果、7,327 千円の

削減ができた。 

・一般競争入札の実

施及び医療機器購入

に当たってプロポー

ザルによる業者選定

を行い、機器の機能

面及び費用面におい

て効果的な選定を行

うことできた。   ※院内ヒアリングに

て確認予定 
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項目 内容 点検項目 
平成 21 年度 

評価結果 

平成 22 年度 

評価結果 

平成 23 年度 

評価結果 

平成 24 年度以降 

評価結果 

(2)業務委託の管

理徹底、モニタ

リングの強化等 

業務委託の仕様の見

直し、管理徹底等の

監視の強化を行い、

一層の業務効率化を

推進する。 

また、委託業務の拡

大について検討す

る。 

・業務委託仕様の見

直し・業務委託のモ

ニタリング・業務委

託の効率化・業務委

託の拡大 

一部の業務について

入札を行った結果、

費用の節減につなが

ったが、委託全体に

占める割合はわずか

であるため、より一

層の節減努力が必

要。 

業務委託仕様（警備、

清掃、洗濯に係る委

託）の見直しにより、

長期継続契約を行っ

た結果、費用の節減

につながった。 

平成２３年度は、未

実施であるが、平成

２４年度の業務委託

からモニタリングを

実施するための準備

を始めた。 

※院内ヒアリングに

て、モニタリング実

施状況を確認予定 

(3)財務分析（管理

会計） 

管理会計的な考え方

を導入する。（診療科

別、病棟別、医師別、

患者別等の損益管理

等） 

・診療科別、医師別

の医業費用対診療収

入の状況の分析 

・病棟別、患者別の

損益管理 

 

診療科別の収支状況

について試算を行っ

たが、医師の開示に

とどまった。 

診療科別（科別の医

師１人当たり収益）

について分析を行

い、病院運営委員会

で公表した。 

診療科別行為別の診

療報酬実績や患者動

向、損益分岐点収益

等を職員に示すこと

により職員の経営に

対する意識の向上に

努めた。 

※院内ヒアリングに

て、モニタリング実

施状況を確認予定 
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３．経費節減・抑制対策 

項目 内容 点検項目 
平成 21 年度 

評価結果 

平成 22 年度 

評価結果 

平成 23 年度 

評価結果 

平成 24 年度以降 

評価結果 

(1)給与の適正化 人事、給与、研修制

度の改正に向けた抜

本的な取り組みに着

手する（職員のモチ

ベーションの維持・

向上を念頭に、努力

が報われる人事制度

の導入、キャリアア

ップのための研修制

度の導入、充実、さ

らには、人材確保の

視点から、多様な就

業形態を可能とする

制度の導入等 

人事、給与、研修制

度の改正に向けた抜

本的な取り組みの検

討、実施 

経営形態の見直しを

踏まえた取組が課題

である。 

看護師、医療技術者

を中心に行っている

各種研修により、医

療サービスの向上に

つながってはいる

が、アンケートでは

高い評価は得られて

いない現状から、さ

らなる職員の意識改

革が必要である。 

旭中央病院など黒字

病院と比較すると、

給与水準は高い。匝

瑳市全体の問題とし

て検討する必要があ

る 

・各種職員研修によ

り医療サービスの向

上に努めた。 

・職員給与費の近隣

病院との比較を行っ

た。 

・給与水準に関する

対応策は未検討 

・職員給与の適正化

については、人事院

勧告に併せた改正を

行った。 

・職員のキャリアア

ップ及びモチベーシ

ョンを上げるため、

積極的な研修会への

参加を促した。 

・急な職員の退職に

伴う欠員を補充する

ため、非常勤職員を

活用したことにより

迅速な対応が図れ

た。 

※院内ヒアリングに

て、人事、給与、研

修制度の改正に向け

た抜本的な取り組み

の検討、実施状況を

確認予定 

(2)作業の効率化 医師事務補助作業員

の導入について検討

する。 

医師事務補助作業員

（病棟クラーク）の

導入 

病棟クラークを 2 名

採用した結果、看護

業務の負担軽減に寄

与した。 

前年度からの採用を

継続したことによ

り、看護業務の負担

軽減が継続。併せて、

患者サービスの向上

につながった。 

・病棟クラークにつ

いては、採用済みで

あるが、診断書等の

作成ができる医師事

務補助員を平成 24 年

度から採用するた

め、採用条件等の検

討を行った。 

※院内ヒアリングに

て、医師事務補助院

の採用状況を確認予

定 
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項目 内容 点検項目 
平成 21 年度 

評価結果 

平成 22 年度 

評価結果 

平成 23 年度 

評価結果 

平成 24 年度以降 

評価結果 

(3)医薬品・材料費

の削減 

医薬品・材料の購入

については、時期等

を含め契約形態を工

夫し、材料について

の品目数の集約化を

実施する。 

・材料の品目数の集

約 

・購入の契約形態の

工夫 

一部の品目について

集約したが、節減効

果としては小さい。 

・品目の集約につい

ては、継続して行っ

た（各部署で使用し

ている電極 3品目→1

品目。その他の品目

は、各科の特殊性か

ら集約できず）。 

・国保直診協会を通

じて他院と価格、納

入方法についての情

報交換を行った。今

後の価格交渉の材料

とする。 

・品目の集約につい

て、継続して行った

が、集約を図ること

ができる品目数が少

ないため、効果は認

められなかった。 
※医療費・材料帆の

削減に関するその他

の取組について確認

予定 

(4)在庫管理 在庫圧縮（定数管理、

期限切れ等のチェッ

ク徹底等）に向けた

取組を強化する。 

・在庫圧縮（定数管

理、期限切れ等のチ

ェック）の強化 

・期限切れ対策 

必要最小限の原則の

もと在庫数は計算さ

れているが、その結

果緊急時の欠品等で

現場に支障をきたす

場合もあるため、各

材料個別に在庫数を

検討する必要があ

る。 

定数管理について

は、各部署からの在

庫定数の変更依頼に

応じて(月 10 品目)行

っており、概ね最小

在庫数での運用が行

えているが、中には

期限切れになる品目

もあるため、さらな

る検討が必要であ

る。 

継続して適正な在庫

管理に努めたが、期

限切れ等不用在庫と

なる品目もあるた

め、今後も取り組み

を強化する必要があ

る。 

※ヒアリングにて取

組みを確認予定 
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項目 内容 点検項目 
平成 21 年度 

評価結果 

平成 22 年度 

評価結果 

平成 23 年度 

評価結果 

平成 24 年度以降 

評価結果 

(5)共同購入 

 

医療連携を検討して

いる東総地域医療連

携協議会の構成病院

（当院、国保旭中央

病院、銚子市立総合

病院、国保東庄病院）

あるいは近隣の東陽

病院、多古中央病院

等との間で、仕入れ

に関する情報交換

（価格交渉が有利に

なる）、共同購入に

ついて検討を進め

る。 

東総地域・近隣病院

での共同購入につい

ての検討 

共同購入のための取

組は行っていない。 

共同購入に向けて検

討を継続中。他院と

使用する診材の品

目、価格などの情報

の共有を行ってい

る。 

・県国保直営診療施

設協会において、共

同購入に向けた検討

を進めており、診療

材料の品目、価格な

どの情報共有を行っ

ている。 ※院内ヒアリングに

て、取組を確認予定 

(6)その他経費の削  

減 

東総地域医療連携協

議会の構成病院ある

いは近隣病院等との

間で、医療機器の仕

様の統一化や共同購

入や、（単年度の複

数台購入より、複数

年度での平準的な購

入の方が価格交渉に

有利であることか

ら）購入のスケジュ

ール化等について検

討する。 

診療材料の共同購入

及びスケジュール化

の検討 

共同購入と単独の入

札のメリット・デメ

リットの点検を行

い、方向性を検討す

る必要がある。 

・診療材料の共同購

入について、国保直

診協会で検討した。 

・スケジュール化は

未検討だが、現在、

データ収集の段階で

あり、スケジュール

化は今後検討してい

く。 

同上 

※院内ヒアリングに

て、取組を確認予定 
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４．収入増加・確保対策 

項目 内容 点検項目 
平成 21 年度 

評価結果 

平成 22 年度 

評価結果 

平成 23 年度 

評価結果 

平成 24 年度以降 

評価結果 

(1)患者の確保、病

床利用率の向上 

病診連携、病病連携

をより一層推進す

る。地域の他の医療

機関向けの研修会の

実施、交流会の実施、

紹介医療機関、後方

支援医療機関の開拓

（営業）等を行う。 

なお、実施に当たっ

ては、職種の枠を超

えた対応を検討す

る。 

・病診連携、病病連

携のさらなる推進 

①開業医からの患者

紹介など、ある程度

の連携は図れている

が、さらなる強化を

図るためには、信頼

される病院になる必

要がある。 

旭中央病院や診療所

との患者受入れにお

いて連携を図った。 

〔実績値〕 

旭中央病院からの紹

介患者 

Ｈ21 年度 53 件 

Ｈ22 年度 102 件 

・旭中央病院や診療

所との患者受入にお

いて連携が図られて

いる。 

旭中央病院からの紹

介患者 

H23 年度 109 件 

※ヒアリングにて取

組みを確認予定 

②医師派遣、患者の

やり取りなどの連携

は継続して実施する

必要がある。 

(2)病床利用と管理 ベッドコントロール

の権限を、実態を最

もよく把握している

看護師へ委譲する。 

ベッドコントロール

の権限の病棟師長へ

の委譲及び３単位の

入院患者数の平均化

による混合病棟の効

率化 

未実施（平成 22 年 11

月から実施した。） 

・ベッドコントロー

ルの権限委譲実施済

み。 

・１Ｆと３Ｆにバラ

ンスよく入院患者の

振り分けができてい

る。 

（H22 利用率 １Ｆ

65.1％、２Ｆ：59.5、

３Ｆ：56.9％） 

・看護師によるベッ

ドコントロールによ

り効率的な入院患者

の振り分けができ

た。 
※ヒアリングにて取

組みを確認予定 
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５．その他・意識改革 

項目 内容 点検項目 
平成 21 年度 

評価結果 

平成 22 年度 

評価結果 

平成 23 年度 

評価結果 

平成 24 年度以降 

評価結果 

(1)意識改革 職員主体の業務改善

を進め、マネジメン

ト面の強化を図る

（理念の明確化、バ

ランススコアカード

の導入、組織横断的

な業務効率化の取組

の推進等）。 

・職員主体の業務改

善 

① 経営改善のため

の意識改革に寄与し

たが、さらなる取組

が必要。 

② 継続して検討す

る必要がある。 

・意識改革に資する

ため、職員提案を募

りその結果を文書で

職員周知するととも

に、運営会議で公表

した。 

・マネジメント面の

強化は未実施、 

・企業職員としての

意識改革を図ること

ができる地方公営企

業法全部適用への移

行を図るための準備

を進めた。 

※ヒアリングにて取

組みを確認予定 

・マネジメント面の

強化 

(2)住民サービス 地域サービスを展開

する（住民向け公開

講座の実施等）。 

地域サービスの展開 広報委員会の設置及

び病院ＨＰの開設に

ついては、実施済み。 

・よかっぺ祭りへの

新規参加 

・市広報での病院特

集ページの確保 

・看護の日のイベン

トの実施などによ

り、患者確保に努め

た。 

・よかっぺ祭りへの

参加、市広報での病

院特集ページの継続

により広報、啓発に

努めた。 

※ヒアリングにて取

組みを確認予定 

(3)医療安全・質の

確保 

医療の質・安全を確

保するための取り組

みを強化する。 

医療の質・安全を確

保するための取り組

みの実施 

時宜に適ったテーマ

の研修会を開催する

など医療安全・質の

向上に寄与した。   

医療安全のための院

内研修会を２回開催

した。出席者数は、  

合わせて延べ289人。 

医療の質・安全を取

り組むため、院内研

修を 2回実施した。 

参加者数 285人 

※ヒアリングにて取

組みを確認予定 

(4）診療の請求精度

強化 

診療請求漏れのチェ

ック体制を強化す

る。 

レセプト点検事務の

強化及び職員教育 

継続して実施する必

要がある。 

診療報酬の改定に併

せ院内研修を実施し

た。（Ｈ22.5.20 診療

報酬研修会実施：65

人参加） 

院内各課の情報の共

有や研修会への参加

等により診療報酬請

求制度の向上に努め

た 

※ヒアリングにて取

組みを確認予定 
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項目 内容 点検項目 
平成 21 年度 

評価結果 

平成 22 年度 

評価結果 

平成 23 年度 

評価結果 

平成 24 年度以降 

評価結果 

(5)未収金管理 ケースワーカーの協

力、自治体の福祉部

署との連携強化等に

よる未収金管理を徹

底する。 

未収金対策強化 臨戸訪問により対策

の強化を図っている

が、未収金は依然と

して解消されていな

い。一層の改善努力

が必要である。 

臨戸訪問、郵便、電

話による催告を実施

した。今後、内容証

明による督促状の発

送を検討したい。 

〔回数〕 郵便１回、

臨戸 2回（市内、市

外）、電話随時 

〔回収金額〕 326 千

円 

・休日臨戸訪問、郵

便、電話による催告

の実施、さらなる強

化を図るため、裁判

所からの支払督促

で、未収金回収に努

めた。〔回数〕 郵

便１回、臨戸 4回、

支払督促 10 人〔回収

金額〕 479 千円 

※ヒアリングにて取

組みを確認予定 

(6)診療環境１ 

  

患者・職員にとって

魅力のある病院づく

りに努める（患者ア

ンケートの実施、暫

定的な院内改修・改

装の実施等）。 

  

患者・職員にとって

魅力のある病院づく

り 

  

病棟・病室の改装及

び食堂の再開等によ

り、診療環境の改善

が図れた。 

  

・総合受付の待合の

椅子を全面的に新調

したことにより、ア

メニティの改善の一

助となった。 

・移動ナースステー

ション（Ｈ22.5.15） 

・キッズナース１日

体験（〃7.3）・サマ

ーコンサート（〃

7.10）・市民意識調

査の実施（〃9.1）・

秋のコンサート（〃

11.6） 

・外来患者乳幼児お

預かりサービス、ア

ロママッサージ、内

臓脂肪検査の実施、

玄関ホールに情報発

信用ＴＶの設置女性

外来の新設等、魅力

ある病院づくりに努

めた。 

  

※ヒアリングにて、

院内回収や改装の取

組みを確認予定 

  

(7)診療環境２ 女性医師の招聘、看

護師の確保等のため

に院内保育所の設置

を検討する。 

・女性医師の招聘 

・院内保育所の開設 

保育所開設の準備作

業は適正と評価され

る。 

院内保育所開設 

（開設期日： 

Ｈ22.5.24 

入所定員：10 人） 

内科女性医師の採用

等において院内保育

所は、有効に活用さ

れた。 

※院内ヒアリングに

て確認予定 
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Ⅱ 再編・ネットワーク化に関する検討 

項目 内容 点検項目 
平成 21 年度 

評価結果 

平成 22 年度 

評価結果 

平成 23 年度 

評価結果 

平成 24 年度以降 

評価結果 

(1)機能分化 旭中央病院及び市内

の一般診療所との機

能分担・連携により、

二次医療機関として

の機能を果たしてい

く。 

県の地域医療再生プ

ログラムに基づき、

市民病院の役割であ

る手術対応、救急対

応に向けた強化 

検討作業が進行中で

ある。機能分化に向

け順調に協議がされ

ている。 

県の地域医療再生プ

ログラムに基づく機

能分化について、病

院運営委員会におい

て検討した。 

県の香取海匝地域自

治体病院支援事業補

助金を活用して、救

急医療、手術機能の

強化を図るため、施

設の改修及び医療機

器の更新を行った。 

  

※ヒアリングにて取

組みを確認予定 

(2)医療連携とネッ

トワーク化 

旭中央病院が再整

備、経営形態変更を

行った後も、同院と

の円滑な機能分担・

連携が可能になるよ

う、東総地域医療連

携協議会等の場での

検討を継続する。 

県の地域医療再生プ

ログラムに基づく医

療連携・ネットワー

ク化 

検討作業が進行中で

ある。医療連携・ネ

ットワーク化に向け

順調に協議がされて

いる。 

旭中央病院との連携

により、医師の派遣

及び患者の受入れが

行われた。 ※ヒアリングにて取

組みを確認予定 

 

 



17 

 

Ⅲ 経営形態の見直しに関する検討 

項目 内容 点検項目 
平成 21 年度 

評価結果 

平成 22 年度 

評価結果 

平成 23 年度 

評価結果 

平成 24 年度以降 

評価結果 

(1)経営形態の見直

しの方向性 

地方公営企業法の全

部適用への変更を検

討する。 

地方公営企業法の全

部適用への変更の検

討 

・給与体系の検討 

・研修体系の検討 

全部適用のメリッ

ト・デメリット等の整

理が必要である。 

・給与水準等につい

て、旭中央病院との比

較を行った。 

・経営形態に対する市

民の考えを把握する

ため、市民意識調査を

実施した。 

Ｈ24年 4月から地方

公営企業法全部適用

へ移行するための準

備を行った。 ※今後検討予定 

(2)経営形態の見直

しの方向性 

 

中期的な視点で、職

員資質の向上、人件

費の適正化等も併せ

て行うことが望まし

く、一般会計行政職

とは切り離した形で

の職種毎のきめ細か

な給与表の作成、努

力が報われる人事制

度の導入等に向け

て、人事、給与、研

修体系の抜本的な改

定を検討する。 

・人事体系の検討 

・給与体系の検討 

・研修体系の検討 

 

 

全部適用のメリッ

ト・デメリット等の

整理と併せ、人事、

給与、研修体系の情

報収集及び分析等の

整理が必要である。 

 

 

・給与水準等につい

て、旭中央病院との

比較を行った。 

・人事体系の検討は

未実施 

・研修体系の検討は

未実施 

未実施の項目は、全

部適用への移行の検

討に合わせて実施す

る予定 

 

 

地方公営企業法全部

適用への移行に当た

っては、人事体系、

給与制度の見直しは

行わないこととし

た。 

※今後検討予定 
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Ⅳ 一般会計負担金の考え方 

項目 内容 点検項目 
平成 21 年度 

評価結果 

平成 22 年度 

評価結果 

平成 23 年度 

評価結果 

平成 24 年度以降 

評価結果 

(1)繰出基準の整理 病院債の元利償還金

全額について、基準

外繰り入れとして、

一般会計で負担す

る。 

元金償還金の全額の

繰入れ 

県の指導に合わせ

て、元金償還金を収

益的収入から資本的

収入へ移し替えると

ともに、新たに医師

確保対策等を収益的

収入に加えること

で、経営の安定に寄

与した。依然として

多額の繰入を行って

いることから、縮減

のためさらなる経営

改善が必要である。 

元利償還金 279,114

千円について、全額

一般会計から繰入が

行われたことによ

り、留保資金は増額

となった。 

元利償還金 278,429

千円について、全額

一般会計から繰り入

れが行われたことに

より、留保資金は増

額した。 
※ヒアリングにて取

組みを確認予定 

(2)一般会計等から

の繰入金の見通

し 

繰入金の見通し計画

を実行する。 

・一般会計からの繰

入金の取扱いの見直

し・計画の作成・見

直し計画の実施 

病院収益の悪化に対

応するため、繰入金

を大幅に増額するこ

とで、経営の安定に

寄与した。 

見直し計画未作成で

あるが、平成 24 年度

予算編成に合わせて

検討したい。 

平成 24年度の予算編

成に合わせて、元利

償還金についても基

準どおりの繰り入れ

とした。 

※ヒアリングにて取

組みを確認予定 

 

 


